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滋賀医大ニュースレター 
2012.1.12 第 17号
マレーシア国民大学との学術交流協定を締結 
平成２３年１１月１０日（木）、本学に
マレーシア国民大学 レイモンド医学部
長らを迎え、学術交流に関する協約を
締結しました。 
アジアでは、中国の５カ所、ベトナム
の２カ所と交流協定を結んでおり、今
回のマレーシア国民大学との締結に
より８カ所となりました。 
 
 調印式に先立ち、今後の学術交流
の促進のため、大学紹介を兼ねたプ
レゼンテーションを行っていただきまし
た。このほか、本学の動物生命科学研
究センター、MR 医学総合研究センタ
ー、分子神経科学研究センター及び付
属病院を見学いただくなど、種々の交
流を通じて友好を深めることができまし
た。 
 
 今後は、この交流協定のもとに両校
の交流が活発に行われ、教育、研究、
診療が発展することが期待されます。
記念撮影 
オープンセレモニーの様子 
ホスピタルローソンがオープンしました！ 
１２月１２日（月）附属病院１階にコン
ビニエンスストア：ホスピタルローソン
がオープンしました。 
 
○店舗・品揃え 
広さはこれまでの売店の約２倍とな
り、通路は車椅子での買物も可能な
幅が確保され、買い回りし易いよう商
品の配置、動線が確保されています。
品揃えも豊富で、病院スタッフのみな
さんのために新鮮な商品を提供する
等利用者のニーズを見据えた品揃え
をしていきます。 
○各種サービス 
各種サービス（ＡＴＭ、宅配便取次、
切手・印紙販売、ゆうメール、公共料金
支払等）も充実し、利用者のみなさん
の利便性も高いものとなっています。
 
○電話番号 
０７７－５４８－３６０９  
 
○営業時間 
午前７時～午後１０時 
年中無休 
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 本年度より「研究活動推進優秀者
賞」が新設され、毎年１０月１日の創立
記念日に授賞式を執り行うこととなり
ました。初回となる今回は、外科学講
座の谷徹教授が受賞され、表彰状と
今後の研究活動を更に発展させるた
めの研究活動費が授与されました。
 
 この賞は、研究活動の推進を図る競
争的資金の獲得等に多大な貢献をし
「研究活動推進優秀者賞」の授賞式が行われました。 
た教員に対して、その功績を讃えて送
られる賞であり、谷教授の平成２０～２
２年度の功績が高く評価されました。
 馬場学長より谷教授へ労いの言葉が
かけられ、また今後の研究活動の更な
る発展を期待するとの訓辞が述べられ
ました。 
受賞した谷教授ら 
平成２３年度第１回滋賀医科大学学位授与式 
 平成２３年度第１回滋賀医科大学学
位授与式が１０月３日（月）に本学管理
棟大会議室で挙行され、課程博士４
名、論文博士５名、修士１名にそれぞ
れ学位記が授与されました。 
 
 馬場学長は、「これから社会のリーダ
ーとして責任ある立場に立って、これま
で身につけた思考法や専門的知識、そ
れに技術を十分活用して、ご活躍さ
れ、社会の医療と福祉の発展に貢献さ
れますことを期待します」と告辞を述べ
ました。 
馬場学長による告辞 授与式の様子 
 平成２３年度滋賀医科大学医学部
医学科第２年次後期学士編入学並び
に秋季大学院医学系研究科博士課
程・修士課程入学宣誓式が１０月３日
（月）に本学管理棟大会議室で挙行さ
れ、医学科学生１７名、大学院生（博
士課程）６名、大学院生（修士課程）３
名が入学しました。 
 
 馬場学長は、医学科入学生に対して
は「初心を忘れることなく、「高い志」を
平成２３年度滋賀医科大学医学部医学科第２年次後期学士編入学
並びに平成２３年度秋季大学院医学系研究科博士課程・修士課程
入学宣誓式 
持ち続け、信頼される医療人として本
学で成長され、地域にあるいは世界に
その成果を還元してくれることを祈念し
ています。」と、大学院入学生に対して
は「温故知新」を忘れずに、自分の研
究分野の文献を詳しく調べ、得られた
実験データについて、指導者や同僚と
の議論を得て、さらに自分の工夫を加
え、新しい知見をつけ加え、少しでも医
療の道に生かせる努力をして下さい。」
とそれぞれ激励しました。 
  
入学生宣誓 
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 本学では、例年、若鮎祭実行委員
会の主催で、模擬店の調理担当者を
対象に衛生講習会を実施しています。
受講は対象となる者すべてに義務づ
けており、この講習を受けなければ調
理を担当することができません。 
 今年は 10月 7日の 6時 10分か
ら、臨床講義棟臨床講義室３におい
て、調理担当の学生の他、毎年コーヒ
第３７回若鮎祭開催に向けての衛生講習会を実施 
ー店を出店されている医学科後援会
の方々などの参加もあり、合計３６１名
の出席のもと、保健管理センター小川
講師による講習が行われました。
 参加者一同、真剣に耳を傾け、また
手洗い方法講習では、衛生担当の学
生の主導のもと、みな真剣に練習して
いました。 
衛生担当の学生の主導による 
手洗い講習 
第２７回滋賀医科大学公開講座が始まりました 
 １０月１３日（木）に、第２７回滋賀医
科大学公開講座が草津市立まちづく
りセンター（３階会議室）を会場として
始まりました。 
 
 次のとおり毎週木曜日３週連続３日
間の開催で、計５名の先生に講師を
務めていただき、時間は、毎回、午後
６時～午後８時での開催です。 
 
 今回はメインテーマは設定せず、講
師担当の先生が、それぞれの専門分
野からテーマを設定し、講演・解説して
いただく方式としました。 
 
・１０月１３日（木）〔１日目〕 
病理学講座 向所 賢一 准教授 
「胃食道逆流症って何！」 
臨床検査医学講座 岡部 英俊 教授
「癌の病理診断について」  
・１０月２０日（木）〔２日目〕 
地域周産期医療学講座 
高橋 健太郎 特任教授
「お産と子宮がん －自分の遺伝
子を次世代に残す－」  
・１０月２７日（木）〔３日目〕 
臨床看護学講座（小児） 
桑田 弘美 教授
白坂 真紀 助教
「子育て・孫育てとしつけ」 
１日目（10/13）服部副学長 
１日目（10/13）質問タイム 
 滋賀県より委託を受け、当大学で糖
尿病専門分野看護師育成研修を実施
しています。県内の病院から糖尿病診
療に携わる看護師が研修に参加し、
40日間の講義・演習・実習のプログラ
ムで、糖尿病についての学びを深め
ています。昨年度受講した 15名の研
修修了生が各施設に戻ってからの活
動を発表しあう報告会を 10月 7日に
糖尿病専門分野看護師育成事業フォローアップ研修を実施 
実施しました。 
どの修了生も自分の病院で、他の看
護師にも糖尿病の知識を広めて活動
を積極的に行っている様子が報告され
ました。報告会の終了時に修了バッヂ
も渡されました。このバッヂをつけてい
る看護師は滋賀県での糖尿病看護に
おける質の高い看護師の印です。 
報告会の様子 
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 昨年（平成２２年）１２月に協定を締
結した立命館守山高校との高大連携
事業による本学での初めての講義（医
療基礎セミナー）が５月にスタート、計
８回シリーズ（他に、夏休み期間中、
一日利用しての講義・実習・病院見学
が１回あり）で実施され、１０月１４日
（ 金 ） に最終日を迎えま した 。
 
 服部副学長と立命館守山高校の中
村副校長から、この講義を今後の勉
学や将来に活かしてもらいたいと、改
めて激励のご挨拶をいただいた後、看
護学科・臨床看護学講座（小児）の桑
立命館守山高校との高大連携による初年度の講義が終了 
田教授に、「看護師の使命と働きがい」
と題した講義を実施いただきました。
 
 フロンティアサイエンスコースの生徒
で、医学や看護学に興味を持っている
とのことで、チーム医療が叫ばれる中、
希望している各々の立場から、看護職
の話題に真剣に耳を傾けていました。
 
 今後は、初年度のこの連続講義の結
果を踏まえ、更に充実した来年度の高
大連携事業の実施に向けて、本学と同
校とで協議がなされる予定です。
 
講義中の様子 
「平成２４年度科学研究費補助金説明会」を開催 
 科学研究費補助金説明会第１回を
平成２３年１０月１１日（火）に、第２回
を１０月１８日（火）に開催しました。
第１回説明会では、競争的資金対策
委員会委員の松浦教授による「研究
計画調書の作成について」、福井研
究協力課長による「科学研究費補助
金」、富岡研究協力課長補佐による
「公的研究費の不正防止について」
の説明がありました。 
 また、第２回説明会では、日本学術
振興会から吉田正男研究助成第一
課課長代理を招き、「科研費」の最近
の動向と題し、基金化に伴う手続き
や研究費執行の変更点、公募から審
査に至る流れ、審査方法、使用ルー
ルの見直し等について、詳細な講演
が行われました。 
 講演後の質疑応答では、受講者か
らの次年度の採択率について等の熱
心な質問に対し、明快な回答を頂き、
今後の申請に対し、理解を深めること
ができました。 
 
最後に、学長から、科学研究費補助
金へ多数応募することにより、大学研
究活動の活性化が図られる旨の発言
がありました。 
日本学術振興会吉田 
課長代理による講演 
「劇団かいつぶり」のメンバーが５Ａ病棟の子供たちと交流 
 １０月１９日（水）の午後に「劇団かい
つぶり」のメンバー６人が５Ａ病棟を訪
ずれ、手品や演劇を披露され入院中の
子 供 た ち と 交 流 さ れ ま し た 。
 「劇団かいつぶり」は滋賀県を中心に
活躍する劇団で、年に数回の自主公
演や、公民館や病院などを訪問され出
前公演を行っておられます。 
 
 当日は瀬田東小学校の院内学級の
子供たちの前で、お手玉を使った手品
や、朗読演劇「歌時計」を熱演していた
だきました。 
 子供たちは、普段目にしない生の演
劇に、目を輝かせながら見入り、中でも
簡単な手品の種明かしに興味を示して
いました。 
院内学級の様子 朗読演劇「歌時計」の様子
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 １０月２０日（木）に、第２７回滋賀医
科大学公開講座（10月 13日開始,毎
週木曜日,3 週連続 3 日間）の２日目
を草津市立まちづくりセンターを会場
に開催しました。 
 
 今回は、地域周産期医療学講座の
高橋 健太郎 特任教授に講師を担当
いただき、「お産と子宮がん－自分の
遺伝子を次世代に残す－」と題し、前
半はお産を中心に安全・安心なお産
などについて、後半は子宮(頸)がんを
中心にワクチン接種とがん検診の両
方の必要性などについて、それぞれ
第２７回滋賀医科大学公開講座（２日目）を開催 
見やすいスライド提示にわかりやすい
解説を加えて講演いただきました。 
 
 受講の方は少人数ではありました
が、皆さん、熱心に聴講され、今日聴
いた話を早速、家族に話してあげられ
る、とおっしゃる方もお見えになりまし
た。 
 
 次回３日目は、看護学科・臨床看護
学講座（小児）の桑田 教授と白坂 助教
のお二人を講師に、「子育て・孫育てと
しつけ」をテーマとして、１０月２７日
（木）に開催します。 
講演の様子 
「リンパ浮腫患者の交流会」を開催 
 １０月２１日「リンパ浮腫患者の交
流会」を開催しました。 
 看護師による「リンパ浮腫外来」で
は、主に乳がんや子宮がんなど、が
んの手術や放射線治療の後、リンパ
系の流れが阻害されて起こる手足の
むくみ“リンパ浮腫”に悩む患者さん
を 対 象 に 診 療 し て い ま す 。
 普段は同じような浮腫の人と出会う
機会も少なく、患者さんは孤立感も感
じています。そこで、同じ浮腫を抱え
る者どうしがセルフケアの大変さの共
有や日常生活上の工夫などの体験を
分かち合う機会をもつことで、今後の
セルフケア意欲の継続の一助となると
考え、初めて交流会を開催することに
しました。 
 患者さん、家族の方４０名参加され、
長年の苦労や、体験談、ケアの方法
など話がつきず、思いを共有し交流を
深められました。 交流会の様子 
柏木病院長の挨拶 
 若鮎祭は中庭がメイン会場となり、
また、水上特設ステージを設置するた
め、例年、学生実行委員会による中
庭池掃除を実施していますが、今年も
１０月２１日（金）の夕方に実施しまし
た。 
 今年は、８月に施設課職員の方が池
の清掃をされたことにより、学生の清
掃がスムースに行えました。 
学園祭に向けて学生実行委員会による中庭池掃除を実施 
 これにより学園祭の準備もいよいよ
本格的となります。 
 なお、２７日（木）に水上特設ステージ
設置のトラックが、テニスコート前の通
路から臨床研究棟北側の通路を通り
ます。路上駐車等は絶対にされないよ
うご協力願います。また、３１日（月）の
撤去も同様にご協力願います。 
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第５回 基礎・臨床融合の学内共同研究発表会」を開催 
 １０月１３日（木）に、第２７回滋賀医
科大学公開講座が草津市立まちづく
りセンター（３階会議室）を会場として
始まりました。 
 
 次のとおり毎週木曜日３週連続３日
間の開催で、計５名の先生に講師を
務めていただき、時間は、毎回、午後
６時～午後８時での開催です。 
 
 今回はメインテーマは設定せず、講
師担当の先生が、それぞれの専門分
野からテーマを設定し、講演・解説して
いただく方式としました。 
 
・１０月１３日（木）〔１日目〕 
病理学講座 向所 賢一 准教授 
「胃食道逆流症って何！」 
臨床検査医学講座 岡部 英俊 教授
「癌の病理診断について」  
・１０月２０日（木）〔２日目〕 
地域周産期医療学講座 
高橋 健太郎 特任教授
「お産と子宮がん －自分の遺伝
子を次世代に残す－」  
・１０月２７日（木）〔３日目〕 
臨床看護学講座（小児） 
桑田 弘美 教授
白坂 真紀 助教
「子育て・孫育てとしつけ」 
会場の全体の様子 
 １０月２５日（火）に、滋賀県立河瀬
中学校の３年生７名（男子５名、女子２
名）が、先生引率のもと、本学を訪問
し見学を行いました。 
 
 同校は併設型の中高一貫教育校
で、その特色を生かし進路学習の一
環として、生徒が早期に３年後の進路
目標を自覚することで、将来のビジョ
ンを描き、高校生活の一層の充実を
図りたいと考え、医学部に興味のある
生徒による本学訪問を計画されたと
のことです。 
滋賀県立河瀬中学校の生徒が本学を訪問 
 生徒たちは、本学到着後、学生で賑
やかな福利棟食堂で昼食後、解剖学
講座（神経形態学部門）・相見准教授
の「医学部の向こうに何がある？」と題
した説明や学内各所の案内に興味
深々でした。講座カンファレンス室とＢ
講義室での説明、生理薬理実習室で
の医学科２年実習の見学、顕微鏡実
習室での顕微鏡とバーチャルスライド
の体験、講座実験室でのラットの臓器
見学等、工夫を凝らした案内先に当初
予定の１時間を３０分以上超過してもま
だまだ物足りない様子でした。 
相見准教授のカンファレンス
室での説明 
 １０月２７日（木）午前１０時から本学
体育館において、ご遺族、ご来賓、し
ゃくなげ会会員及び教職員・学生約
600 名の参列の中、厳かに第３７回滋
賀医科大学解剖体慰霊式を執り行い
ました。このたびは系統解剖３６霊、病
理解剖３５霊、法医解剖８２霊、計１５
３霊を新たにお祀りし御霊のご冥福を
お祈りしました。 
 
第３７回解剖体慰霊式 
 慰霊式は、出席者全員で御霊に黙
祷を捧げ、諸霊芳名拝誦、馬場学長及
び学生代表による慰霊の辞、高橋しゃ
くなげ会理事長の献辞、出席者全員に
よる献花が行われました。 
 
  最後に、ご遺族代表のご挨拶及び、
本学教授代表として解剖学講座の工
藤教授から挨拶があり、厳かな内に閉
式となりました。 出席者全員による献花が 
行われました 
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 １０月２７日（木）に、第２７回滋賀医
科大学公開講座（10月 13日開始,毎
週木曜日,3 週連続,計 3 日間）の３日
目を草津市立まちづくりセンターで開
催しました。 
 
 最終日となる今回は、看護学科・臨
床看護学講座(小児)の桑田 教授と白
坂 助教のお二人に講師を担当いただ
き、「子育て・孫育てとしつけ」と題し、
ご自身の体験等も織り交ぜながら、具
体的に解説・講演いただきました。 
第２７回滋賀医科大学公開講座（３日目）を開催 
 受講の方は多くはありませんでした
が、皆さん、熱心に聴講され、育児やし
つけについて理解を深めていただけた
様子でした。 
 
 また、最終日ということで、恒例により
３回のうち２回以上受講いただいた
方々に修了証書をお渡ししました。代
表の方には、生涯学習支援室長の田
中教授から渡していただきました。 講演の様子 
平成２３年度滋賀医科大学学生表彰 
 １０月２９日（土）、第３７回若鮎祭開会式終了後に中庭水上特設ステージで、
滋賀医科大学学生表彰の表彰式を挙行しました。 
 今回、表彰を受けられたのは、平成２２年９月から平成２３年８月までの間に
優れた実績、評価を得た１０の個人及び団体です。また、博士課程の大学院学
生によるポスター発表会の評価結果に基づく「優秀ポスター賞」の授与がこれ
に先立ち行われました。受賞者には馬場学長から表彰状と副賞の目録が授与
されました。 
受賞者 受賞理由 
男子バレーボール部 第７回日本医歯薬大会 優勝 
水泳部 
高田 真央 
第６３回西日本医科学生総合体育大会 
女子２００Ｍ個人メドレー優勝 
ハンドボール部 第６３回西日本医科学生総合体育大会 優勝 
ハンドボール部 
満田 雅人 
第６３回西日本医科学生総合体育大会 
ハンドボールにおいてＭＶＰに選出 
ハンドボール部 
上林 翔大 
第６３回西日本医科学生総合体育大会 
ハンドボールにおいてベストキーパー賞に選出 
陸上競技部 
林谷 俊和 
第６３回西日本医科学生総合体育大会 
砲丸投 優勝 
アカペラサークル 
（食後３錠） 
全国５６３グループが参加した予選を勝ち抜き、フ
ジテレビの全国ネットの音楽番組「ハモネプ」に本
戦決勝１５組のひとつとして出演し、最終４組にも
選出され、滋賀医科大学の名を全国に知らしめた。 
ヨット部 第６３回西日本医科学生総合体育大会 
４７０級 優勝 
医学科第５学年 
野田 晶子 
第１回アジア太平洋合同ＰＢＬ会議 2010 の
「Students'Perspective（学生の視点）」領域で、
口頭発表した演題：Removing Barroers to More 
Effective PBL が優秀な発表として表彰された。 
国際保健 
地域医療研究会 
TukTuk 
東日本大震災直後から、多くの部員がボランティア
活動を行い、所属学生以外の本学学生ボランティア
の調整役も行い、また、災害に関する学習会を開催
し、この活動はマスコミ等にもとり上げられた。 
 
受賞の大学院生 
受賞のハンドボール部３人 
ヨット部代表の受賞スピーチ 
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体験授業を実施 
本学では毎年学園祭（若鮎祭）の日
程に合わせて、高校生の方を対象に
大学の授業を体験していただき、医学
や看護学に関心を深めていただきたく
平成１５年度より開催しております。
今年は去る１０月２９日（土）に、放射
線部 高橋病院教授を講師に「身体の
中を覗いてみよう：画像診断の現在」
というテーマで体験授業を開催しまし
た。当日は、県内外から高校生、保護
者等合わせて７３名の参加がありまし
た。参加者の中には遠く関東や九州
から足を運ばれた受講生もおられ、大
盛況でした。 
 
 講義の中では放射線科医の仕事内
容、レントゲン写真・造影検査・ＩＶＲ・Ｃ
Ｔ・ＭＲＩ・画像診断などさまざまな診断
方法の実態、放射能や被曝の問題な
どのテーマが挙がりました。そして各
テーマの講義の中で時々先生から受
講生に質問する方法がとられ、回答に
はターニングポイントが使用されまし
た。 
ターニングポイントの使用により、先
生の訊ねた問題への受講生の回答
が、画面上にグラフ化されて映し出さ
れ、講義は大いに盛り上がりました。受
講生からは「スイッチを押して授業に参
加することで、より興味をもつことがで
きました」「私たちも参加できるクイズみ
たいなものもあってとてもよかったで
す」という感想が寄せられ、受講生参
加型の授業に多くの方が満足している
様子でした。 
また、講義終了後のアンケートで
は、その他にも「レントゲン、ＣＴ、ＭＲＩ、
造影検査など、名前だけしか知らなか
ったことを、詳しく知ることができてさら
に興味がわきました」「原発問題が話
題になっているので、放射能と放射線
の話が興味深かった」「放射線科のこと
以外にも、これからの社会のことや、医
者になる志を教えていただいて、とても
勉強になりました」など数多くの感想が
寄せられ、大好評でした。 
服部副学長の挨拶 
保護者を含めて 
73 名の方がご参加 
第３７回「若鮎祭」（学園祭）を開催 
10月 29日（土）と 30日（日）の両日
に第 37回若鮎祭が開かれました。 
 今年度は「絆（きずなり）」をテーマと
してメインステージでの様々な企画、サ
ブステージも設置し、体育館、食堂でも
アロマキャンドル作りや美容ブース、教
室を使ったプラネタリウム、プラパン作
りなど盛りだくさんの企画が行われまし
た。フィナーレでは花火を使った感動的
な演出がされるなど盛大に行われ、終
了いたしました。 
中庭の模擬店 ステージの模様 
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 １０月３０日、滋賀医科大学 糖尿病
協会月輪会で恒例の「あるこう会」が
開催されました。 
今年は、月輪会員とそのご家族、また
スタッフからは医師・看護師・栄養師・
リハビリテーション科・事務を含め幅広
い分野より 22 名が参加しました。軽
運動をとりいれることで、心身のリフレ
ッシュをはかることを目的に、滋賀医
大を出発点に文化ゾーンからふれあ
い広場一帯をめぐる初心者コース（約
3.5km）と、名神高速道路の上を渡り
一里山の瀬田公園体育館をめざし、
アップダウンの道を行く健脚コース（約
糖尿病協会月輪会で恒例の「あるこう会」を開催 
7km）の２コースにわかれ、それぞれの
チームが秋の風景を楽しみつつ無事、
滋賀医科大学へ帰着しました。約２時
間のウォーキングの後は、栄養治療部
がたてた献立による昼食会でさらに親
睦を深めました。また、ウォーキングの
前後で血糖値の違いがあるかを測定
しました。 
 入会ご希望の方には内分泌代謝・腎
臓内科外来入会申込書があり、問合
わせの電話番号は 077-548-2223（内
分泌代謝内科医局・月輪会事務局あ
て）です。 
ウォーキングで心身の 
リフレッシュ 
外国人留学生及び外国人研究者等の宿泊見学バス旅行を
実施 
去る 11 月３日（木）及び４日（金）の
２日間、“富士山を見に行こう”をテー
マとして、愛知・静岡方面へ外国人留
学生及び外国人研究者等の宿泊見
学バス旅行を実施しました。服部副学
長、相浦国際交流支援室長らの引率
のもと総勢 23名が参加しました。 
 
 初日は、今年３月にオープンした JR
東海のリニア・鉄道館（名古屋市港区
金城ふ頭）と、東海道広重美術館（静
岡市清水区・由比宿本陣跡）を見学し
ました。宿泊したホテル（三保の松原）
では、温泉を楽しみ、また夕食後の懇
親会では「ふじのやま（文部省唱歌）」
をみんなで歌いました。 
２日目は、まず、日本平から待望の
富士山を望みました！（残念ながら、季
節はずれの暑さで、少し霞んでいまし
た）その後、焼津さかなセンターで市場
見学とショッピングを楽しみ、帰途、蒲
郡オレンジパークでみかん狩りを体験
しました。 
 
 今回のバス旅行は、これまで留学生
から希望の多かった富士山を見、ま
た、古来からの日本の大動脈「東海
道」に想いを馳せた見学旅行となりまし
た。 
記念撮影 
平成２３年度 研究動物慰霊式 
 11月 8日（火）午後 3時から、滋賀
医科大学研究動物慰霊碑前において
平成 23年度の研究動物慰霊式を執り
行いました。 
 慰霊式には、副学長をはじめ 109名
が出席し、出席者全員による黙祷を行
った後、動物生命科学研究センター長
の鳥居隆三教授、利用者会議議長の
相見良成准教授より慰霊の辞が述べ
られました。 
 その後、出席者全員による献花が行
われ、過去一年間（平成 22年 10月～
平成 23年 9月）に実験に供された動
物の御霊の冥福を祈りました。 
研究動物慰霊碑 献 花 
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「第６回 基礎・臨床融合の学内共同研究発表会」を開催 
平成２３年１１月１４日（月）に、第６
回基礎・臨床融合の学内共同研究発
表会を大会議室で開催しました。 
 今回の研究テーマは「薬効・薬物
動態研究の最前線～シトクロム P450
と UDP-グルクロン酸転移酵素発現系
を用いた迅速な薬物代謝解析の臨床
応用～」で、司会・進行は生命科学講
座の佐藤浩教授が行い、研究発表は
学内共同研究を行っている以下の３
名の研究者により行われました。 
 
・丸尾 良浩 小児科 講師 
演題「グルクロン酸転移酵素ファミリ
ーの共通エクソン変異が薬剤のグル
クロン酸抱合に及ぼす影響」 
 
・寺田 智祐 薬剤部 教授 
演題「個の薬物療法を目指した臨床
薬理学アプローチ」 
 
・生城 真一 生命科学講座 客員准
教授（富山県立大学工学部工学科
准教授） 
演題「シトクロム P450と UDP-グルク
ロン酸転移酵素発現系を用いた迅速
な薬物代謝解析の臨床応用」 
 
各研究者の発表後の質疑応答で
は、実験の内容及び方法、特許出願
等についての熱心な質問や提案があ
り、活発な研究発表会となりました。 
 
質疑応答の様子 
膳所高校との高大連携による今年度の最終講義 
 １１月１４日（月）に、今年度が４年目
となる膳所高校との高大連携事業に
よる本学での講義（基礎医学講座）の
最終日を迎えました。 
 今年度は、４月２５日を１回目に約７
か月をかけて計８回シリーズ（他に、
夏休み期間中に一日の実習が１回）
で実施されました。 
 
 服部副学長と膳所高校の渕田学校
長から、この講義で掴んだ知識や疑
問を抱いたことなどを更に発展させ、
将来に活かしてもらいたいと、改めて
激励のご挨拶をいただいた後、同校
の卒業生でもある臨床看護学講座（ク
リティカル）の遠藤教授に、「大腸癌治
療の最前線」と題した講義を実施いた
だきました。 
 
 「腫瘍とは？ がんとは？」という基本
的なことから、外科医として活動されて
いる実際の医療現場での最新情報ま
での広い内容をわかりやすく解説いた
だきました。生徒たちは、専門用語に
多少戸惑いながらも、興味深く聞き入
っていました。 
 
 ５年目となる来年度も、引き続き、充
実した高大連携事業が展開されること
が期待されます。 
遠藤教授の講義 
第１回SUMS MUSIC FESTIVAL を開催 
 １１月１６日(水)～１１月１８日(金)ま
での間、クリエイティブモチベーションセ
ンターにおいて第１回 SUMS MUSIC
FESTIVAL を管弦楽団、軽音楽部、ア
カペラサークルの文化系音楽系の課
外活動団体が合同で開催します。 
 初日の１６日の１８：２０からの開会式
で服部副学長の挨拶により、第１回目
となるこの催しが華やかに始まりまし
た。 軽音バンドによる熱演 
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平成２３年度滋賀医科大学防災訓練を実施 
 自らの安全を確保し、迅速に防災
体制に移行するための一連の対応行
動を身に付け、附属病院における患
者さんや学生、教職員等の生命身体
の安全確保を図るとともに、防災意識
の高揚を図ることを目的に、１１月１７
日（木）に滋賀医科大学防災訓練を実
施しました。 
 
 本年度は、災害時参集訓練として、
午前７時に琵琶湖西岸を震源とする
震度５強の地震発生を想定した、勤務
時間外緊急時通報連絡網による連
絡、災害対策本部の設置及び本部要
員参集、並びに附属病院職員出動の
各訓練を早朝より行い、また、地震防
災訓練として、午後２時３０分に琵琶
湖西岸断層帯で発生した震度７の直
下型地震発生を想定した、地震発生
時安全確保、災害対策本部設置、患
者・学生等避難誘導、負傷者の応急
処置及びトリアージ、初期消火、自衛
消防隊出動、被災状況通報等の各訓
練を総合的に行いました。 
また、災害対策本部においても、事
前に知らされていなかったトラブルの
報告、対処要請があり、従来にない緊
張のうちに訓練を実施することができ
ました。 
さらに、訓練の最後には、消防署職員
の指導による、実際の消火器を用いた
操作体験を本学グラウンドにて行い、
消火器の仕組みや使い方、使用上の
注意等について理解を深めました。 
 
【災害時参集訓練の概要】 
１）緊急時通報連絡網による連絡訓練
（管理棟大会議室） 
２）災害対策本部の設置及び本部要員
参集訓練（管理棟大会議室） 
３）附属病院職員出動訓練（附属病院
各病棟等） 
【地震防災訓練の概要】 
１）消防・避難誘導訓練（２Ｃ病棟） 
２）負傷者応急処置・トリアージ訓練（附
属病院玄関） 
３）学生避難訓練（一般教養棟講義室）
４）緊急災害資材搬送訓練（防災倉庫
→附属病院玄関） 
５）各部署の被災状況通報訓練（学内
全部署） 
６）大学構内の被災状況確認訓練（構
内各駐車場） 
７）消火器操作体験（グラウンド）
消火訓練 
負傷者応急処置・ 
トリアージ訓練 
医学部合同新技術説明会が開催されました 
 本学・旭川医科・浜松医科・札幌医
科・金沢医科・関西医科・産業医科・久
留米・福岡・聖マリアンナ医科の医学
部と JST（独立行政法人科学技術新
興機構）の主催で、11月 18日（金）東
京・市ヶ谷の JSTホールで、医学部合
同新技術説明会が開催されました。 
 本説明会は、大学研究者が企業関
係者を対象に実用化を展望した技術
説明を行い、広く実施企業・共同研究
パートナーを募るものです。 
 本学からは、外科学講座（消火器外
科）山本 寛講師が「アディポネクチン
による新しい敗血症の治療法の開発」
と題して研究内容を発表致しました。 
 
 この説明会の参加企業 60 余社は、
大学発のライセンス可能な技術説明
に、熱心に聴きいりました。その後、発
表者と聴講した企業との情報交換の場
が持たれました。 展示会場 
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市民の健康と栄養を考える会「健康長寿を目指す食生活」を
開催 
 11月 19日（土）、67名の参加者の
もと、公開講座『市民の健康と栄養を
考える会「健康長寿を目指す食生
活」』を開催しました。 
 当日は、講師として金沢医科大学糖
尿病内分泌内科 古家 大祐教授を
招き、「長寿遺伝子を ON にするには
カロリーを 30％制限すると良い」「長
生きの秘訣は腹八分で、従来のごは
ん食を基軸とした日本型の食生活の
重要性」、｢魚食のすすめ｣、｢減塩」、
「食物繊維の多い野菜から食べる」、
「色とりどりの野菜を食べる」「ゆっくり
食べるなど」といった内容の講演が行
われ、参加された方々は、熱心に聴講
されていました。また、最後の総合討
論では、イオン飲料の飲み方について
の注意点、健康食品の効能について
のエビデンスなど、あふれる健康情報
についての選択方法についても討議さ
れました。 総合討論の様子 
第４回 JSTイノベーションフォーラム in滋賀を開催 
 平成２３年１１月２４日（木）立命館大
学 BKCローム記念館で、JST採択課
題の中から医工連携に関連した研究
開発課題についての成果発表会が、
滋賀県内研究機関により行われまし
た。 
 本学からは、動物生命科学研究セン
ター鳥居隆三教授が、平成２２年度採
択課題 A-STEP フィージビリティスタ
ディ【FS】ステージシーズ顕在化タイプ
の研究責任者として「医科学研究用移
植免疫寛容型カニクイザルの生産と供
給体制の整備」について、成果発表を
行いました。 
 
この発表会には、近畿地区の大学・企
業の研究者や行政関係者等多数参加
し、成果発表を興味深く聴講するととも
に、活発な質疑応答が行われました。
鳥居教授 成果報告 
ＥＲＡＴＯ（戦略的創造研究推進事業）における「斎藤全能性
エピゲノムプロジェクト」について、（独）科学技術振興機構理
事等の表敬訪問 
 平成２３年１１月２５日（金）に、斎藤
通紀京都大学大学院医学研究科教
授を研究総括とするマウスやカニクイ
ザルをモデルとして生殖細胞の発生
機構を解明し、新たなエピゲノム制御
技術の開発を目指す「斎藤全能性エ
ピゲノムプロジェクト」が平成２４年度
から５年間行われることとなり、本学動
物生命科学研究センター鳥居隆三教
授が研究グループリーダーとして参画
するに際して、（独）科学技術振興機
構（ＪＳＴ）からＥＲＡＴＯプロジェクトの
趣旨及び協働実施体制等について説
明及び意見交換が行われました。 
 この表敬訪問には、ＪＳＴから眞峯隆
義理事、黒木敏高研究プロジェクト推
進部長、金子博之研究プロジェクト推
進部調査役、米澤崇礼プロジェクト担
当、京都大学から斎藤通紀教授、滋賀
医科大学から馬場忠雄学長、服部隆
則理事、鳥居隆三教授、福井浩司研
究協力課長が出席しました。 
  
 ＥＲＡＴＯ事業は、プロジェクトについ
て厳しい審査を経て１年に４～５件しか
採択されないもので、日本の科学技術
の将来を見据えた研究を行う大型プロ
ジェクトです。 
  ＪＳＴからは滋賀医科大学がカニクイ
ザルを用いた研究において世界的拠
点になるよう期待する旨の発言等活発
な意見交換が行われました。 
 
意見交換会 
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「第７回 基礎・臨床融合の学内共同研究発表会」を開催 
平成２３年１１月２９日（火）に、第７
回基礎・臨床融合の学内共同研究発
表会をＢ講義室で開催しました。
 今回の研究テーマは「腸内細菌研究
の最先端」で、司会・進行は大学院医
学系研究科（高次調節系専攻・感染
応答・免疫調節部門（消化器免疫））の
安藤朗教授が行い、研究発表は以下
の２名の研究者により行われました。
 
○小幡 徹 
外科学講座 特任准教授 
演題「新規エンドトキシン測定法ＥＳ
Ｐ法について、その原理と実際
－それで何が測れるか？－」 
 
○服部 正平 東京大学大学院新領
域創成科学研究科情報生命科学専
攻 教授 
演題「ヒト常在菌叢を解明する新しい
研究と新たな知見」 
 
小幡特任准教授は、平成２２年１２
月２日開催の第２回基礎・臨床融合の
学内共同研究発表会において発表さ
れた当該研究から今回までの研究の
進展を含めての成果発表を行い、服部
教授は、腸内細菌に関わる最先端の
研究発表をされ、参加した研究者は興
味深く聞き入り、更なる基礎と臨床の
融合された研究が期待されるものとな
り、大変有意義な研究発表会となりま
した。 
服部教授の講演 
第５５回滋賀医科大学管弦楽団定期演奏会 
１２月３日（土）１８:００より、栗東芸術
文化会館さきら大ホールにて、本学卒
業生 岩井一也 氏（音楽監督）の指揮
により、第５５回滋賀医科大学管弦楽
団定期演奏会が実施されました。 
 
  演奏会では、ドヴォルザーク  交響
曲第七番、ブラームス 悲劇的序曲、
ハチャトゥリアン 「仮面舞踏会」より１，
３，５番が演奏されました。 
 
 当日は、満員に近い来場があり、大
盛況の中で行われました。また、開演
前にはロビーにてミニコンサートも行わ
れました。 
演奏会の様子 大盛況な演奏会となりました
クリスマスイルミネーション点灯式を行いました 
附属病院では、玄関前のスペース
等を利用して「クリスマスイルミネーシ
ョン」を設置しています。この催しは看
護広報活動推進委員会が中心となっ
て、毎年実施している季節行事で、患
者さん、地域住民の方々、病院スタッ
フに大変親しまれています。今年は東
北大震災へも考慮して、節電を意識し
た LEDライトによるイルミネーションを
多く取り入れました。 
 
 初日となる 11月 30日の午後 5時
からは、患者さんやご家族にもお集ま
りいただき、柏木病院長らによる点灯
式を行いました。10 秒前からのカウン
トダウンの声にあわせて点灯ボタンが
押されると、幻想的なイルミネーション
が一斉に浮かび上がり、大きな歓声と
拍手がわきおこりました。 
 
【期間】 
平成 22年 11月 30日（水）～ 
平成 22年 12月 25日（日）
【点灯時間】16：30～22：00 
【場所】 
滋賀医科大学医学部附属病院 
（正面玄関噴水前）
 
正面玄関のイルミネーション
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附属病院 院内クリスマスコンサートを開催 
１２月１４日（水）５時から附属病院６
階食堂において、院内クリスマスコン
サートが行われました。 
 
 これは、本学卒業生の野澤正寛先
生とその同志により毎年実施してい
る、今年で１０回目となる恒例の患者
様向けのコンサートです。  
 
今年は、附属病院の看護部、事務
部を挙げてのバックアップを頂き、看
護師さん、事務職員等による多くの車
いす患者様の付き添い、サポートがあ
ったおかげで１５０名以上の過去最多
の来場者となり、用意したパンフレット
が足りなくなるといううれしい誤算もあり
ました。 
 「ここは病院ということを忘れられる
ひと時を」という主催者の意向のもと、
クリスマスソングや「川の流れのよう
に」が披露され、また、「マル・マル・モ
リ・モリ！」では飛び入りの子どもさんた
ちとのダンスがあり、最後には「ふるさ
と」を来場者全員で合唱し、涙される方
もみうけられるような感動の中でコンサ
ートは終了しました。 
演奏の様子 
滋賀医科大学医師会特別講演会を開催 
滋賀医科大学医師会主催により、
東日本大震災における福島第一原発
事故発生をきっかけとする特別講演
会を、本学臨床講義棟２階 臨床講義
室３において開催しました。 
講師に、前本学医学部附属病院長
で、現在は医仁会武田総合病院長と
してご活躍の森田陸司先生をお招き
し、「放射線の人体への影響 福島第
一原発事故 －混乱した情報にどう対
処するべきか－」をテーマに 
①放射線用語の説明 
②放射線の人体に及ぼす影響 
③放射線防護－ICRPの考え方 
④福島第一原発事故 
⑤放射線環境汚染対策 
の順で、専門的な視点から、体系的に
わかりやすくご講演をいただきました。
 
講演会では、本学の教員、医師、看
護師、コメディカル職員や事務職員に
加え、滋賀県医師会等の学外からも多
数参加があり、共に熱心に耳を傾け、
理解を深めました。 
講演の様子 
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平成 24年 1月～3月の行事予定 
 
所在地： 
〒５２０－２１９２ 
滋賀県大津市瀬田月輪町 
開学： 
１９７４年１０月１日 
活動内容： 
教育・研究・診療 
大学概要 
 
役員： 
学長      馬場忠雄 
理事（教育等） 服部隆則 
理事（医療等） 柏木厚典 
理事（経営等） 村山典久 
理事（総務等） 谷川成美 
企画調整室 TEL: 
077-548-2012 
E-MAIL: 
hqkouhou@belle.shiga-med.ac.jp 
FAX: 
077-543-8659 
本学 Web サイト URL: 
http://www.shiga-med.ac.jp/ 
担当 
１月１４・１５日 大学入試センター試験 
２月２５・２６日 一般選抜試験 
３月 9日 卒業式 
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教育関係 
2011/12/24  産経  がんプロ養成プラン継続が必要 
2011/12/15  京都  「イグ・ノーベル賞」先生が来た わさび臭噴霧〝刺激的
授業〟 
2011/12/11  京都  教えて「イグ・ノーベル賞」先生 
2011/12/10  中日  看護管理能力向上へ 滋賀医科大 実践コースを設置 
2011/12/09  日経  経営の視点持ち看護事業所管理 滋賀医大が新コース 
2011/12/09  京都  高度な看護管理者育成 滋賀医大 専門職コース開講 
2011/11/17  読売  国立大学実務評価 全 90法人が「合格点」 
2011/11/10  読売  滋賀短大に医療秘書課程 来年度新設 電子カルテ演習な
ど 
2011/11/07  毎日  ボランティア単位 国立大の 4割認定 
2011/11/03  毎日  秋の叙勲受章者 
2011/10/28  朝日  滋賀医科大学若鮎祭講演会 
2011/10/28  京都  国立大学の全法人中期目標「順調」 
2011/10/15  毎日  「医療秘書」養成校に認定 滋賀短大 近畿で唯一 
2011/10/15  京都  医療秘書養成課程 滋賀短大に開設へ  
2011/10/15  中日  医療秘書課程を新設 来年度から  滋賀短大で、近畿で
初 
2011/10/15  朝日  滋賀短大に認定医療秘書養成講座 
2011/10/07  京都  滋賀医科大学公開講座受講生募集 
2011/10/07  朝日  治験推進説明会 
 
研究関係 
2011/12/17  朝日  動脈硬化の予防に大きく関わる食生活 
2011/11/21  京都  ビール腹 ビールのせいじゃありません 飲む量と腹囲 
無関係 
2011/11/09  毎日  わさび災害報知機でイグ・ノーベル賞 
2011/10/12  読売  ビール腹 ビールのせいじゃありません 飲む量と腹囲 
無関係 
2011/10/05  朝日  「わさびのにおい」火災報知機でイグ・ノーベル賞 
2011/10/05  読売  わさび臭で「イグ・ノーベル賞」ツーンと涙の受賞秘話  
2011/10/05  産経  「被験者の実験参加うれしい」 
2011/10/05  中日  「いつかノーベル賞を」イグ・ノーベル賞 受賞の今井氏
ら会見 
2011/10/01  産経  「コツコツ研究し成果」イグ・ノーベル賞受賞の今井講師
上司・山田教授祝福 
2011/10/01  読売  がん診断方法や子育て   滋賀医大が公開講座  １３日から  
2011/10/01  中日  わさび臭の火災警報装置でイグ・ノーベル賞  
2011/10/01  産経  日本人 7人「イグ・ノーベル化学賞」  
2011/10/01  朝日  日本の 7人イグ・ノーベル賞  
 
病院関係 
2011/12/29  毎日  ペプチドワクチン 来春から臨床試験  
2011/12/29  京都 ペプチドワクチン療法 滋賀医大が導入 
2011/12/29  中日  来年度の国事業 新がん療法臨床御試験 
2011/12/09  毎日  「住民、医師の支え合い必要」地域医療充実を 
報道された滋賀医科大学 （平成 23年 10月～平成 23年 12月） 
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2011/12/04  読売  病院の実力 47 遺伝子カウンセリング 
2011/12/04  京都  医師と住民の協力議論 大津地域医療テーマに集会 
2011/11/29  毎日  現場からの記者リポート 「医師確保」にめど 
2011/11/29  NHK NEWS WEB  温熱化学療法で胃がん生存率上昇  
2011/11/12  中日  どうなる東近江市立蒲生病院  
2011/10/09  産経  模擬手術  低コスト実現  立命大など開発 滋賀医大導入
へ  
2011/10/07  産経  第２７回滋賀医科大学公開講座  
2011/10/07  中日  市立前提の病院必要 野洲の検討委 結果を市長に提言  
2011/10/06  朝日  野洲病院形態 具体案示せず 検討委 「市出費やむな
し」提言  
2011/10/06  京都  市立病院の新設望ましい 野洲病院在り方委長言  
2011/10/02  読売  病院の実力 薬で進行遅らせる  
2011/10/01  朝日  除細動器不具合 輸送後に男性死亡 低温でショート、原因  
 
社会連携 
2011/12/26  京都  貧困連鎖脱出へ学習支援シンポ  
2011/12/09  朝日  肝臓病教室 13日 
2011/11/25  産経  滋賀医科大学公開講座「肝硬変について」 
2011/11/22  京都  滋賀医科大学公開講座「肝臓病教室」 
2011/11/11  朝日  市民の健康と栄養を考える会 
2011/10/30  京都  がん患者が利用できる社会サポート紹介教室 
2011/10/25  京都  がんの痛みマネジメント教室 
2011/10/25  読売  第 6回大津市医師会市民講座 
2011/10/21  京都  抗がん剤の副作用マネジメント教室  
2011/10/20  京都  肝臓病教室｢非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)について」 
2011/10/18  読売  第 27回滋賀医科大公開講座受講生募集  
2011/10/14  産経  第 27回滋賀医科大学講演会  
2011/10/14  産経  間脳下垂体機能障害医療講演会  
2011/10/14  朝日  間脳下垂体機能障害医療講演会  
2011/10/12  京都  滋賀医科大学公開講座受講生募集  
2011/10/08  京都  市民のためのうつ病講座 
2011/10/07  朝日  クローン病医療・食事講演会  
2011/10/04  京都  間脳下垂体機能障害医療講演会 
2011/10/01  京都  「わさび火災警報」にイグ・ノーベル賞 湖国から２人受
賞 祝福 
2011/10/01  京都  滋賀医科大学公開講座受講生募集 
 
その他 
2011/12/20  京都  健康への道 疾病予防の取り組み 
2011/12/09  朝日  ニッポン 人・脈・記 １００万人のうつ? どうなって
いる脳の中  
2011/11/19  日経  大津市長出馬 医師の東氏表明  
2011/11/19  毎日  市長選 医師東氏が出馬表明 
2011/11/19  京都  大津市長選 東氏が立候補表明  
2011/11/19  京都  立候補表明の東氏が抱負 「福祉と医療の大津市に」 
2011/11/19  朝日  医師の東氏、出馬表明  
2011/11/19  読売  医師・東氏が立候補表明  
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2011/11/19  中日  大津市長選 東氏が出馬を表明 
2011/11/08  読売  農業復興に一助に 菜の花プロジェクトネットワーク 東
近江  
2011/11/03  毎日  喜びの受章者.  
2011/11/03  日経  秋の叙勲受章者  
2011/11/03  朝日  秋の叙勲受章者  
2011/11/03  産経  秋の叙勲受章者  
2011/11/03  京都  秋の叙勲受章者  
2011/11/03  読売  秋の叙勲  
2011/10/30  京都  大津-草津「びわこ文化都市」 『知っている」半数  
 
